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|二琥lr故情報収集等,業  「医療安全情報 No.161.|の提供について

平素より当事業部の実施する事業にヽ別のご高配を賜り.厚 く御it申 し上げ

ます。

この度.医療事故情報収集等事業において収集した情報のうち.特に周知す

べき情報を取りまとめ.4月 15日 に 唯 療安全情報 No.161」 を当事業参

加登録医療機関並びに当事業参加登録医療機関以外で希望する病院に■供いた

しましたのでお知らせいたします。

なお.こ の医療安全情報を含め報告書.午報は.当事業のホームページ

(1,ttp://w、.ncd―safe.jp/)に も掲載いたしておりますので.責管下医療機

関等に周知いただきご活用いただければ大変辛いに存じます.

今後とも有用な情報提■となるよう医療安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので.何+ご理解.ご協力のほど宜しくお順い中し上げます.
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パルスオ■シメータフロープにより熱傷を・・ たした事例がフ件報告されています

(集計期間:20]5年 1月 1日～2020年 2月 29日 )。この情報は.第50回報告書
「事例紹介」(P.85)で取り上げた内容をもとに作成しました.
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●パルスオキシメータプロープは.バルスオキシメータ本体と接続して使用し.経皮的勁脈血酸栞飽和度
(Sp02)と脈拍数を連続して測定するセンサです.
0小児や意麟陣詈などの患思疎通が十分にできない思者に限らず.一定時間ことに表眉3位の変更が必要
です.
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パルスオキシメータプローブ
による熱傷

●

患者の年齢 件数
事例のイメージ

80歳代    1

パルスオキシメータプローブにより熱傷をきた
した事例が報告されています。
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浙生児〈日齢1)のSp02が安静時に低下したためモニタ監視をしていた.22時に
,ヽルスオキシメータフロープが外れたため装着し直した。3時間毎に装着部位を

変更することになっていたが.看護師は多忙のため忘れていた。翌日9時 30分に
ブロープを外したところ.皮膚の異常を発見した.皮膚科医師が診察し低温

'1傷

と

診断した。

パルスオキシメータプローブによる熱傷

事 例 2
患者は寝たきりで.終日′ヽルスオ■シメータプロープを装着していた。添付文書には

8時間ことにブロープの装着部位の変更や皮膚の観察を行うことと記載されていた

が.入浴や清拭時にのみ行い.青勤務帯で|ま実施していなかった。清拭時にブロープ

を外すと熱傷をきたしてしヽた。

莱この医敏安全情報は.医破1戯脩銀収集等,`業 (厚生労綺省綺剛 ,衆 )|=おいて収集された」
`岡
をもとに.本11来の一環ヒ

して給合評価部会委」の意見に基づさ.医燎,本文の発生予防.:i発防1_のためt=作成されたものです.

本I来の畑旨等の詳細については.本事業ホームベー `ご覧ください.ht,′聴 w.nd、血 ,,′
豪この情報の作成にあた,↓彙時l=お ,する正確性l=ついて|=万全を期してお1,ますが.その内容を将来|=わた0保にするもの
ではありません.

※この情報は[豪健

“

者の数量を制限したり[籠従事it=義務や業饉を課すE的で作成されたもので,iありません.
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事例が発生した医療機関の取り組み

・パルスオキシメ…タプロープの添付文書で螢着時の注意事項

を確認し.記載された時間を目安に装着郎位を変更する。

・パルスオキシメ…タプロ…プの装
=部
位を変更した熙、装着

していた部位の皮膚の状態を観察鐵 宣る______
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上.]は一例です.自施設に合つた取り組みを検討してください.

◆


